
第
10
回 

中
野
区
検
定

　
　
　
　
　実
施
速
報（
予
定
）

中
野
区
の

　
　
　
　に
な
ろ
う

　
　★

ホ
シ
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第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
公
益
財
団
法

　
人
中
野
区
教
育
振
興
会
事
業
報
告

第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
公
益
財
団
法

　
人
中
野
区
教
育
振
興
会
決
算
書
類

　
　
　
　
令
和
５
年
６
月
16
日
に
承
認

第
１
号
議
案
　
事
業
報
告
書

（
公
益
目
的
事
業
）
　

１ 

奨
学
資
金
の
給
付

　
　
社
会
の
た
め
有
為
な
人
材
を
育
成
す

　
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
給
付

⑴
対
　
　
象

　
　
都
内
の
高
等
学
校
に
在
学
す
る
区
民   

　
で
、成
績
優
秀
、心
身
共
健
全
で
あ
っ
て
、

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
生
徒
。

⑵
奨
学
資
金

　
　
延
１
８
０
人
に
、

　
　
１
人
月
額
１
１
，０
０
０
円
を
給
付
。

　
　
総
額
１
，９
８
０
，０
０
０
円
　
　

２ 

学
習
及
び
研
究
奨
励

　
区
立
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
へ
の

　
助
成

⑴
区
立
小
学
校
教
育
研
究
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
，０
０
０
円

⑵
区
立
中
学
校
教
育
研
究
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
，０
０
０
円

３
教
育
功
労
者
及
び
本
会
功
労
者
の
表
彰

　
中
野
区
の
教
育
振
興
に
特
に
功
労
の
あ

っ
た
方
及
び
本
会
の
育
成
に
貢
献
し
た
方

を
表
彰

⑴
表
彰
式
　
令
和
４
年
11
月
10
日
（
木
）

⑵
会
　
場
　
中
野
区
役
所
会
議
室

⑶
表
彰
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
名

　
　
①
幼
稚
園
・
中
・
高
等
学
校
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
名

　
　
②
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
名

　
　
③
本
会
事
業
育
成
関
係
　
　
　
２
名

４ 

「
会
報
」
の
発
行

　
本
会
の
広
報
誌
と
し
て
発
行

⑴
発
行
部
数 

年
４
回 

各
８
０
０
部
　

　
　
配
布
先
　
維
持
会
員
、区
立
幼
稚
園
、

　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
、同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
団
体
、公
立
・

　
　
　
　
　
　
私
立
高
等
学
校
等

５
　
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

（
対
象
・
維
持
会
員
及
び
一
般
区
民
）

⑴
第
１
回

　
令
和
４
年
６
月
２
日
　
参
加
者
39
名

　
　
大
谷
・
栃
木
（
大
谷
資
料
館
・
山
本

有
三
ふ
る
さ
と
記

念
館
・
近
龍
寺
・
巴

波
川
沿
散
策
）

⑵
第
２
回

　
令
和
５
年
３
月
27
日
　
参
加
者
19
名

　
　
区
　
内
　
　
（
成
願
寺
・
象
小
屋
跡

地
・
宝
仙
寺
・
山
政

醤
油
レ
ン
ガ
塀
・
慈

眼
寺
）

６
　
中
野
区
検
定
の
実
施

⑴
区
民
対
象

　
　
日
　
　
時
　
11
月
27
日
（
日
）

　
　
会
　
　
場
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
受
験
者
数
　
50
名

⑵
区
新
任
職
員
研
修

　
　
日
　
　
時
　
11
月
28
日
（
月
）

　
　
受
験
者
数
　
99
名

（
収
益
事
業
）

中
野
区
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
管
理

　
⑴
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
施
設
管
理

第
２
号
議
案
　
決 

算 

書 

類

（
Ⅰ
）
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

　
経
常
収
益
計

１
１
，９
４
３
，７
３
３
円

　
経
常
費
用
計

１
３
，０
２
４
，８
２
７
円

　
当
期
経
常
増
減
額

　
　
　
　
　
　
△
１
，０
８
１
，０
９
４
円

　
法
人
税
等
　　
　
　
３
２
３
，７
０
０
円

　
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

　
　
　
　
　
　
△
１
，４
０
４
，７
９
４
円

　
一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

　
　
　
　
　
　
　
１
，６
５
４
，３
２
４
円

　
一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　２
４
９
，５
３
０
円

（
Ⅱ
）
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

　
指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
２
５
，３
７
０
，０
０
０
円

（
Ⅲ
）
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
２
５
，６
１
９
，５
３
０
円

※

新
た
な
評
議
員
・
監
事

評
議
員
　
鈴
木
　
辰
也

　
〃
　
　
戸
﨑
　
晃

　
〃
　
　
津
村
　
慶

評
議
員
　
富
士
　
晴
英

　
〃
　
　
山
下
　
貴
也

監
　
事
　
北
原
　
奉
昭

　
第
10
回
中
野
区
検
定
の
実
施
の
あ
ら
ま

し
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
11
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

会
　
　
場
　
中
野
区
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
中
野
区
中
野
２
―
13
―
14

受
験
資
格
　
中
野
区
に
関
心
の
あ
る
方

受
験
料
　
一
　
般
　
　
１
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
学
　
生
　
　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円

出
　
　
題
　
４
者
択
一
方
式
　
　

　
　
　
　
　
一
　
般
　
　
　
　
　
　
50
題

出
題
範
囲
　

　「
わ
た
し
の
便
利
帳
」「
な
か
の
区
報
」

「
中
野
区
の
史
跡
」
「
な
か
の
史
跡
ガ
イ

ド
」
「
な
か
の
よ
り
み
ち
ナ
ビ
」
「
中
野

散
歩
帳
」
「
歩
楽
人
」
そ
の
他
か
ら
出
題

応
募
期
間
　
10
月
上
旬
〜
11
月
15
日

宝
仙
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

　校
長

　富
士

　晴
英

「
わ
た
し
た
ち
の
学
校
文
化
」

認
定
基
準
及
び
結
果
発
表

　
一
般
の
成
績
上
位
者
（
概
ね
１
割
の

方
）
に
「
も
の
し
り
博
士
号
」
を
授
与
。

結
果
発
表
は
12
月
中
旬
。

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

会
報
10
月
号
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

　
過
去
問
題
集
は
発
売
予
定

第
９
回
中
野
区
検
定
問
題
（
抜
粋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
令
和
４
年
11
月
27
日
（
日
）
実
施
】

1
．
レ
ン
ガ
造
り
、
レ
ト
ロ
な
外
観
、
イ

ン
テ
リ
ア
や
照
明
が
大
人
の
バ
―
を
思
わ

せ
る
老
舗
バ
―
「
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ブ
リ
ッ

ク
」
は
２
０
２
０
年
４
月
、
56
年
の
営
業

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
業
態
「
喫
茶
酒
場
」
な
ど

を
経
営
す
る
中
島
康
善
氏
（
高
校
時
代
中

野
で
過
ご
し
た
）
が
11
／
１
営
業
を
再
開

し
ま
し
た
。
一
階
は
酒
類
提
供
、
二
階
は

カ
フ
ェ
ゾ
―
ン
で
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
等
の
軽

食
や
ス
イ
―
ツ
も
提
供
し
ま
す
。
「
Ｎ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ブ
リ
ッ
ク
」
は
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
。

　
ア
　
本
町
３
丁
目
　
　

　
イ
　
東
中
野
４
丁
目
　
　

　
ウ
　
中
央
１
丁
目
　
　

　
エ
　
中
野
５
丁
目

２
．
長
谷
川
晶
一
氏
著
「
中
野
ブ
ロ
―
ド

ウ
エ
イ
物
語
」
が
２
０
２
２
／
５
／
２
発

行
さ
れ
、
著
者
の
取
材
力
と
独
自
の
観
点

か
ら
、
「
中
野
ブ
ロ
―
ド
ウ
エ
イ
」
の
成

り
立
ち
、
現
在
の
状
況
、
将
来
に
つ
い
て

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
籍
に
よ
る
と

２
０
０
９
／
12
／
26
に
「
中
野
ブ
ロ
―
ド

ウ
エ
イ
検
定
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
了
承
を
得
て
一
問
出
題
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
「
中
野
ブ
ロ
―
ド
ウ
エ
イ
内
に

こ
れ
ま
で
出
店
し
た
こ
と
が
な
い
業
種
は

ど
れ
で
す
か
。」
　
　

　
ア
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
　

　
イ
　
水
泳
教
室
　
　

　
ウ
　
パ
チ
ン
コ
店
　
　

　
エ
　
お
も
ち
ゃ
屋

３
．
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
３
月
16

日
発
生
の
震
度
６
強
の
宮
城
県
沖
地
震
で
、

人
的
被
害
、
建
造
物
被
害
、
停
電
・
断

水
・
東
北
新
幹
線
脱
線
等
の
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
断
水
被
害

の
復
興
に
は
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
令
和

２
年（
２
０
２
０
年
）12
月
発
行「
中
野
区

民
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
「
中
野
区
内

災
害
時
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
一
覧
表
」
に

は
３
か
所
の
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
て
い
な
い
公
園
は
以
下
の
ど
れ

で
す
か
。

　
ア
　
弥
生
公
園
　
　

　
イ
　
江
古
田
の
森
公
園
　
　

　
ウ
　
み
ず
の
と
う
公
園
　
　

　
エ
　
四
季
の
森
公
園

令
和
五
年
度
春
の
叙
勲
を

　
　
　
　
　
　受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

旭
日
双
光
章

　北
原

　奉
昭
　様

　
　
（
中
野
区
教
育
振
興
会
監
事
）

　
　

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
益
々
の
ご
活
躍
と

　
　
御
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
区
内
史
跡
め
ぐ
り

「
成
願
寺
か
ら
宝
仙
寺
周
辺
」
を
実
施
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
３
月
27
日
、
午
後
１
時
30
分

よ
り
、
総
人
数
23
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、最
初
は
成
願
寺（
じ
ょ
う
が
ん
じ
）

で
す
。
約
６
０
０
年
前
に
中
野
長
者
と
呼

ば
れ
た
鈴
木
九
郎
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま

し
た
。こ
こ
で
は
蓮
池
藩
鍋
島
家
の
歴
代
藩

主
の
お
墓
と
旧
防
空
壕
を
見
学
し
ま
し
た
。

幕
末
に
活
躍

し
た
新
撰
組

の
近
藤
勇
も
、

家
族
を
成
願

寺
に
預
け
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
次
は
、
象
小
屋
跡
で
す
。
現
在
は
、
中

野
区
立
朝
日
が
丘
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

享
保
13
年
（
１
７
２
８
年
）
６
月
７
日
、

８
代
将
軍
吉
宗
の
時
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
雄

（
７
才
）
と
雌
（
５
才
）
の
2
頭
の
象
が

献
上
さ
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
長
崎
で

飼
育
さ
れ
、
翌
年
の
3
月
に
な
っ
て
陸
路

で
江
戸
に
向
か
い
5
月
27
日
に
江
戸
城
内

で
上
覧
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
野
村

の
源
助
に
払
い
下
げ
ら
れ
こ
の
地
で
飼
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
雄
の
象
は
寛
保
２
年

（
１
７
４
２
年
）22
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
、
宝
仙
寺
（
ほ
う
せ
ん
じ
）
で
す
。

青
梅
街
道
か
ら
少
し
北
側
に
仁
王
門
が
あ

り
ま
す
。

　
本
校
は
、
中
野
坂
上
に
あ
り
ま
す
。
お

隣
が
宝
仙
寺
で
す
。
住
職
が
学
園
の
理
事

長
で
あ
り
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
あ
る

学
園
で
す
。
本
校
は
、
そ
の
一
つ
の
部
門

で
す
。

　
本
校
は
、
も
と
は
女
子
校
で
し
た
。
設

立
時
は
、
「
中
野
高
等
女
学
校
」
で
し
た
。

女
子
校
に
共
学
部
門
「
理
数
イ
ン
タ
ー
」

が
つ
く
ら
れ
た
の
が
、
17
年
前
で
す
。

　
学
園
と
し
て
は
、
95
年
目
で
す
。
「
人

を
造
る
」
と
い
う
建
学
の
精
神
の
も
と
、

わ
た
し
が
学
校
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
掲

げ
た
の
は
、
「
知
的
で
開
放
的
な
広
場
」

で
す
。
い
わ
ば
、
不
易
と
流
行
と
い
う
関

係
性
を
、
教
職
員
や
生
徒
た
ち
と
追
究
で

き
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
、
日
ご
ろ
の
学
校
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
と
く
に
わ
た
し
が
か

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
紹
介
す
る
こ
と

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
は
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
で

す
。
毎
朝
、
正
門
で
、
登
校
時
の
生
徒
に

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
あ
い
さ

つ
は
、
み
ず
か
ら
お
こ
な
う
こ
と
で
、
そ

の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
朝
礼
の
前
に
は
、
朝
読
書
の
時
間
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
筆
ま
か

せ
」
と
い
う
刊
行
紙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
朝
読
書
を
続
け
て
い
る
学
校
と
し
て
、

読
書
体
験
を
分
か
ち
合
え
る
場
を
設
け
た

い
と
い
う
教
員
の
働
き
か
け
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
生
徒
自
ら
執
筆
・
編
集
す
る
刊

行
紙
も
あ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
、
本

校
の
全
教
職
員
が
発
信
す
る
た
め
の
刊
行

紙
で
す
。
学
期
ご
と
に
１
回
ず
つ
、
年
に

３
回
発
行
さ
れ
ま
す
。
わ
た
し
も
、
毎
回
、

寄
稿
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
選
書
は
、
書
き
手
の
自
由
で
す
。
気

持
ち
よ
く
書
い
て
い
る
文
章
こ
そ
、
本
も

紹
介
者
の
魅
力
も
伝
わ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
在
校
生
と
時
間
と
空
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
私
学
な
の
で
、
生

徒
募
集
も
重
要
で
す
。
と
く
に
中
学
校
は
、

毎
月
、
学
校
説
明
会
を
お
こ
な
い
、
直
接

学
校
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
本
校
の
空
気

感
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
努

め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
、

在
校
生
で
す
。舞
台
上
で
マ
イ
ク
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
す
る
お
役
、
学
校
案
内
で
複
雑

な
校
舎
を
案
内
し
て
く
れ
る
お
役
、
参
加

者
を
気
遣
い
つ
つ
声
を
か
け
る
お
役
…
。

　
お
手
伝
い
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
く
れ
た

生
徒
た
ち
で
、
本
校
の
空
気
を
つ
く
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の
説
明
よ
り
も
、

参
加
者
に
き
っ
と
率
直
な
印
象
を
あ
た
え

て
く
れ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
、
授
業
が
中
心
で
す
が
、
学
校
行

事
や
部
活
動
が
持
つ
意
味
は
、
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
は
、
体
育

祭
・
宝
仙
祭（
文
化
祭
）・
合
唱
祭
等
の
ほ

か
に
、
宿
泊
研
修
旅
行
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
可
能
な
限
り
、
同
行
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
見
る
生
徒
の
自
然
体
の

振
る
舞
い
や
教
員
た
ち
の
配
慮
は
、
そ
こ

で
こ
そ
う
か
が
え
る
よ
さ
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
具
体
的
に
は
、
個
性

あ
る
お
た
が
い
を
尊
重
し
あ
い
、
お
た
が

い
を
生
か
し
あ
お
う
と
す
る
雰
囲
気
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
と

い
う
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
・
高
等
学
校
と
は
、
多
感
な
時

期
の
可
能
性
に
あ
ふ
れ
た
学
齢
の
生
徒
た

ち
が
、
試
行
錯
誤
で
き
る
場
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
教
職
員
は
、
巡
り
合
っ
た

生
徒
た
ち
の
よ
り
よ
い
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
宝
仙
寺
は 

平
安
後
期
の
寛
治
年
間
（
１

０
８
７
〜
９
４
）
源
義
家
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
と
き
義
家
は
、奥
州
・

後
三
年
の
役
を
平
定
し
て
凱
旋
帰
京
の
途

中
に
あ
り
陣
中
に
護
持
し
て
い
た
不
動

明
王
像
を
安
置
す
る
た
め
一
寺
を
建
立
し

た
も
の
で
し
た
。
江
戸
初
期
の
寛
永
13
年

（
１
６
３
６
）
に
は
三
重
塔
が
建
立
さ
れ
、

江
戸
庶
民
に
も
親
し
ま
れ
歴
代
将
軍
の
尊

崇
も
あ
つ
く
御
鷹
狩
り
の
休
憩
所
と
し
て

も
有
名
で
し
た
。
　

　
次
は
、
山
政
醤
油
醸
造
所
レ
ン
ガ
塀
で

す
。
山
政
醬
油
醸
造
所
は
明
治
５
年
（
１

８
７
２
）
に
創
業
。
レ
ン
ガ
塀
は
石
灰
・

つ
の
ま
た
（
海
草
）・
砂
を
練
り
固
め
る

漆
喰
と
フ
ラ
ン
ス
積
み
の
工
法
で
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
慈
眼
寺
（
じ
げ
ん
じ
）
で
す
。

　
副
住
職
さ
ん
に
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
堂
は
、
空
襲
に
会
い
焼
失
。
そ

の
後
再
建
さ
れ
、
天
水
桶
は
本
堂
焼
失
前

の
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
青
梅

街
道
か
ら
見
て
い
た
金
色
の
建
物
。
不
思

議
に
思
っ
て
い
た
も
の
は
パ
ゴ
ダ
（
仏

舎
利
）
と
い
う
も
の
で
し
た
。
お
釈
迦
様

の
ご
遺
骨
を
安
置
す
る
た
め
の
供
養
塔
で

す
。
昭
和
54
年
に
建
立
さ
れ
、
東
京
に
住

む
タ
イ
の
人
々
は
ト
ー
キ
ョ
ウ
プ
ラ
パ
ト

ム
チ
ェ
デ
ィ
ー
（
東
京
で
最
初
の
タ
イ
風

仏
舎
利
の
塔
）
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

４
．
令
和
４
年
1
月
17
日
千
代
田
区
麴
町

６
―
６
の
ス
ク
ワ
ー
ル
麴
町
で
、
東
京
消

防
庁
の
「
第
18
回
地
域
の
防
火
・
防
災
功

労
賞
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
都
内
各
地
か

ら
の
応
募
数
75
事
例
中
、
中
野
区
の
あ
る

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
最
優

秀
賞
（
消
防
総
監
賞
）
を
受
賞
し
、
清
水

消
防
総
監
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
と

は
ど
れ
で
す
か
。

　
ア
　
鷺
宮
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委

　
　
　
員
会
　

　
イ
　
弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委

　
　
　
員
会
　
　
　
　

　
ウ
　
鍋
横
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委

　
　
　
員
会
　
　

　
エ
　
大
和
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委

　
　
　
員
会
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ー
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